
そういう「幸せ」を測るのは難しそうだけど、国連、OECDな
どの機関や、国内外の様々な研究者、各国の政府などが、色々
な調査・研究に取り組んでいますね。

民間企業も働き方改革、人材確保、グローバル化、持続性などの観
点から、「ウェルビーイング経営」を掲げるところが増えてきたね。

ウェルビーイングは各国・地域の政策にも位置づけられ始めています。
日本では、「骨太の方針2019」から「well-being」が登場しているし、
デジタル田園都市国家構想もwell-beingに着目しているね。

日本の名目GDPは世界第３位でも、国連の「World Happiness 
Report2022」によると、幸福度は世界第54位なんですね。

個人の所得に関しても、年収7万5000ドル付近までは収
入の大きさと幸福度は関連するものの、それ以上収入が増
えても幸福度は頭打ちとなるという研究結果があります。
また、内閣府の「満足度・生活の質に関する調査」でも、
総合主観満足度は、世帯年収2000 万円～3000 万円で頭
打ちになる、という傾向があるようです。
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https://worldhappiness.report/ed/2022/

